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研究成果の概要（和文）： 
  漢魏文化の国際的研究を行い、『魏晉南北朝における貴族制の形成と三教・文学』を刊行し、
『中国新出資料学の展開』を 2013 年 8月に刊行する予定である。後者は、新出土資料について
の情報提供、読解・解釈・実証などの基礎的な工作に加えて、将来の両国、ひいては世界にお
ける中国出土資料研究のさらなる発展を図るために、出土資料研究について今後に遺された課
題を明確に意識することを目指して行われたものである。 
 
研究成果の概要（英文）： 

   Publish the results of my research ；The Formation of Aristocratic Society in the Wei, 

Chin, and Northern and Southern Dynasties Period and the Three Teachings and Literature 

In Collaboration with History, the History of Thought, and Literature；Developments in 

study of Newly Unearthed Chinese Documents．In the letterp,in addition to the basic tasks 

of providing information about newly unearthed documents,deciphering and interpreting 

them,and conducting evidential research on them, this forum was held with the aim of 

gaining a clear awareness of issues remaining for the future in the study of unearthed 

Chinese documents so as to ensure the further growth of reserch on these documents in 

China and Japan and also around the world. 
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  従来、こうした重要性を持つ漢魏期の文化
が、総合的、かつ国際的に研究されたことは
稀であった。 
 
２．研究の目的 
  本研究は、近年、進展著しい中国の研究、
なかでもその中心である中国社会科学院歴
史研究所、とりわけ思想史研究室との共同研
究により、国際的な視角から新たなる漢魏文
化の在り方を構築したものである。 
 
３．研究の方法 
  散佚して久しかった晉律の注の新発見と
いった、中国における新出土資料を利用する
ことにより、従来との異なる漢魏文化像を描
き出したことは、重要な方法論である。 
 
４．研究成果 
  日中間に止まらず、韓国などとも国際学会
を行い、多くの研究論文を公表したが、それ
らの成果は、『魏晉南北朝における貴族制の
形成と三教・文学』『中国新出資料学の展開』
という２冊の本に代表される。 
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